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【手続補正書】
【提出日】平成21年1月20日(2009.1.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下の：
　８３ｋＤａ、７０ｋＤａ、６６ｋＤａ、又はそれらの組み合わせの分子量を有する２個
の単離ポリペプチド、及び４０ｋＤａ、３８ｋＤａ、又は３７ｋＤａ、又はそれらの組み
合わせの分子量を有する２個の単離ポリペプチド
　を含む組成物であって、ここで分子量はドデシル硫酸ナトリウム-ポリアクリルアミド
ゲル上での電気泳動により測定され、ここで８３ｋＤａ、７０ｋＤａ、又は６６ｋＤａの
分子量を有する上記ポリペプチドが、鉄キレート剤を含む培地中でインキュベートされた
場合にエルシニア・エンテロコリチカから単離可能であり、かつ、当該鉄キレート剤を伴
わない培地中で生育された場合に単離できず、そしてここで当該組成物が、Ｙ.エンテロ
コリチカＡＴＣＣ２７７２９株での暴露に対してマウスを保護する、前記組成物。
【請求項２】
　以下の：
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　８３ｋＤａ、７０ｋＤａ、６６ｋＤａ、又はそれらの組み合わせの分子量を有する２個
の単離ポリペプチド、及び２６８ｋＤａ、７９ｋＤａ、又は４５ｋＤａ、又はそれらの組
み合わせの分子量を有する２個の単離ポリペプチド
　を含む組成物であって、ここで分子量はドデシル硫酸ナトリウム-ポリアクリルアミド
ゲル上での電気泳動により測定され、ここで８３ｋＤａ、７０ｋＤａ、又は６６ｋＤａの
分子量を有する上記ポリペプチドが、鉄キレート剤を含む培地中でインキュベートされた
場合にエルシニア・エンテロコリチカから単離可能であり、かつ、当該鉄キレート剤を伴
わない培地中で生育された場合に単離できず、そしてここで当該組成物が、Ｙ.エンテロ
コリチカＡＴＣＣ２７７２９株での暴露に対してマウスを保護する、前記組成物。
【請求項３】
　以下の：
　２６８ｋＤａ、９２ｋＤａ、８３ｋＤａ、７９ｋＤａ、７０ｋＤａ、６６ｋＤａ、５４
ｋＤａ、４５ｋＤａ、４０ｋＤａ、３８ｋＤａ、３７ｋＤａ、３１ｋＤａ、及び２８ｋＤ
ａの分子量を有する単離ポリペプチド
　を含む組成物であって、ここで分子量はドデシル硫酸ナトリウム-ポリアクリルアミド
ゲル上での電気泳動により測定され、ここで上記ポリペプチドが、エルシニア・エンテロ
コリチカから単離可能であり、そしてここで当該組成物が、Ｙ.エンテロコリチカＡＴＣ
Ｃ２７７２９株での暴露に対してマウスを保護する、前記組成物。
【請求項４】
　以下の：
　９４ｋＤａ、８８ｋＤａ、７７ｋＤａ、７３ｋＤａ、又は６４ｋＤａ、又はそれらの組
み合わせの分子量を有する２個の単離ポリペプチド、及び４６ｋＤａ、３７ｋＤａ、又は
それらの組み合わせの分子量を有する２個の単離ポリペプチド
　を含む組成物であって、ここで分子量はドデシル硫酸ナトリウム-ポリアクリルアミド
ゲル上で電気泳動することにより測定され、ここで９４ｋＤａ、８８ｋＤａ、７７ｋＤａ
、７３ｋＤａ、又は６４ｋＤａの分子量を有する上記ポリペプチドが、鉄キレート剤を含
む培地中でインキュベートされた場合にエルシニア・ペスチスから単離可能であり、そし
てここで当該組成物が、Ｙ.ペスチスＫＩＭ６+株での暴露に対してマウスを保護する、前
記組成物。
【請求項５】
　以下の：
　９４ｋＤａ、８８ｋＤａ、７７ｋＤａ、７３ｋＤａ、又は６４ｋＤａ、又はそれらの組
み合わせの分子量を有する２個の単離ポリペプチド、及び２５４ｋＤａ、４６ｋＤａ、３
７ｋＤａ、３６ｋＤａ、３１ｋＤａ、２８ｋＤａ、２０ｋＤａ、又はそれらの組み合わせ
の分子量を有する２個の単離ポリペプチド
　を含む組成物であって、ここで分子量はドデシル硫酸ナトリウム-ポリアクリルアミド
上での電気泳動により測定され、ここで９４ｋＤａ、８８ｋＤａ、７７ｋＤａ、７３ｋＤ
ａ、又は６４ｋＤａの分子量を有する上記ポリペプチドが、鉄キレート剤を含む培地中で
インキュベートされた場合にエルシニア・ペスチスから単離可能であり、かつ、当該鉄キ
レート剤を伴わない培地中で生育された場合に単離できず、そしてここで当該組成物が、
Ｙ.ペスチスＫＩＭ６+株での暴露に対してマウスを保護する、前記組成物。
【請求項６】
　以下の：
　２５４ｋＤａ、１０４ｋＤａ、９９ｋＤａ、９４ｋＤａ、８８ｋＤａ、７７ｋＤａ、７
３ｋＤａ、６４ｋＤａ、６０ｋＤａ、４６ｋＤａ、４４ｋＤａ、３７ｋＤａ、３６ｋＤａ
、３１ｋＤａ、２８ｋＤａ、及び２０ｋＤａの分子量を有する単離ポリペプチド
　を含む組成物であって、ここで分子量はドデシル硫酸ナトリウム-ポリアクリルアミド
ゲル上での電気泳動により測定され、ここで当該ポリペプチドが、エルシニア・ペスチス
から単離でき、そして当該組成物がＹ.ペスチスＫＩＭ６＋株での暴露に対してマウスを
保護する、前記組成物。
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【請求項７】
　医薬として許容される担体をさらに含む、請求項１、２、４及び５のいずれか１項に記
載の組成物。
【請求項８】
　前記ポリペプチドが、Ｙ.エンテロコリチカＡＴＣＣ２７７２９株から単離可能である
、請求項１～３のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項９】
　２６８ｋＤａ、９２ｋＤａ、７９ｋＤａ、５４ｋＤａ、４５ｋＤａ、３１ｋＤａ、２８
ｋＤａ、又はそれらの組み合わせの分子量を有し、そして鉄キレート剤を伴わない培地で
生育された場合にＹ.エンテロコリチカから単離可能である単離ポリペプチドをさらに含
む、請求項１に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記組成物が、鉄キレート剤を含む培地中でインキュベートされた場合にＹ.エンテロ
コリチカから単離可能である２個の８３ｋＤａポリペプチドを含む、請求項１に記載の組
成物。
【請求項１１】
　２５４ｋＤａ、４６ｋＤａ、３７ｋＤａ、３６ｋＤａ、３１ｋＤａ、２８ｋＤａ、又は
２０ｋＤａの分子量を有し、そして前記鉄キレート剤を伴わない培地中で生育された場合
にＹ.ペスチスから単離可能である単離ポリペプチドをさらに含む、請求項４に記載の組
成物。
【請求項１２】
　前記ポリペプチドが、Ｙ.ペスチスＫＩＭ６+株から単離可能である、請求項４～６のい
ずれか一項に記載の組成物。
【請求項１３】
　エルシニアｓｐｐ.により引き起こされる感染を有するか、又は感染を有する危険性の
ある対象において当該感染の治療するための医薬組成物であって、以下の：
　　　８３ｋＤａ、７０ｋＤａ、６６ｋＤａ、又はそれらの組み合わせの分子量を有する
２個の単離ポリペプチド、及び４０ｋＤａ、３８ｋＤａ、３７ｋＤａ、又はそれらの組み
合わせの分子量を有する２個の単離ポリペプチド、
　　　　ここで、分子量はドデシル硫酸ナトリウム-ポリアクリルアミドゲル上での電気
泳動により測定され、ここで、８３ｋＤａ、７０ｋＤａ、又は６６ｋＤａの分子量を有す
る上記ポリペプチドが、鉄キレート剤を含む培地においてインキュベートされた場合にエ
ルシニア・エンテロコリチカから単離可能であり、かつ、当該鉄キレート剤を伴わない培
地中で生育された場合に単離できず、そしてここで当該組成物が、Ｙ.エンテロコリチカ
ＡＴＣＣ２７７２９株での暴露に対してマウスを保護し、
　　　８３ｋＤａ、７０ｋＤａ、６６ｋＤａ、又はそれらの組み合わせの分子量を有する
２個の単離ポリペプチド、及び２６８ｋＤａ、７９ｋＤａ、４５ｋＤａ、又はそれらの組
み合わせの分子量を有する２個の単離ポリペプチド、
　　　　ここで、分子量はドデシル硫酸ナトリウム-ポリアクリルアミドゲル上での電気
泳動により測定され、ここで、８３ｋＤａ、７０ｋＤａ、又は６６ｋＤａの分子量を有す
る上記ポリペプチドが、鉄キレート剤を含む培地においてインキュベートされた場合にエ
ルシニア・エンテロコリチカから単離可能であり、かつ、当該鉄キレート剤を伴わない培
地中で生育された場合に単離できず、そしてここで当該組成物が、Ｙ.エンテロコリチカ
ＡＴＣＣ２７７２９株での暴露に対してマウスを保護するか、或いは
　　　２６８ｋＤａ、９２ｋＤａ、８３ｋＤａ、７９ｋＤａ、７０ｋＤａ、６６ｋＤａ、
５４ｋＤａ、４５ｋＤａ、４０ｋＤａ、３８ｋＤａ、３７ｋＤａ、３１ｋＤａ、及び２８
ｋＤａの分子量を有する単離ポリペプチド、
　　　　ここで、分子量はドデシル硫酸ナトリウム-ポリアクリルアミドゲル上での電気
泳動により測定され、ここで、当該ポリペプチドがエルシニア・エンテロコリチカから単
離可能であり、そしてここで当該組成物が、Ｙ.エンテロコリチカＡＴＣＣ２７７２９株
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での暴露に対してマウスを保護する、
　を含み、当該医薬組成物が、有効量で対象に投与される、前記医薬組成物。
【請求項１４】
　エルシニアｓｐｐ.により引き起こされる感染を有する対象において症状を治療するた
めの医薬組成物であって、以下の：
　　　８３ｋＤａ、７０ｋＤａ、６６ｋＤａ、又はそれらの組み合わせの分子量を有する
２個の単離ポリペプチド、及び４０ｋＤａ、３８ｋＤａ、又は３７ｋＤａ、又はそれらの
組み合わせの分子量を有する２個の単離ポリペプチド、
　　　　ここで、分子量はドデシル硫酸ナトリウム・ポリアクリルアミドゲル上での電気
泳動により測定され、ここで８３ｋＤａ、７０ｋＤａ、又は６６ｋＤａの分子量を有する
上記ポリペプチドは、鉄キレート剤を含む培地中でインキュベートされた場合にエルシニ
ア・エンテロコリチカから単離可能であり、かつ、当該鉄キレート剤を伴わない培地中で
生育された場合に単離できず、そしてここで当該組成物がＹ.エンテロコリチカＡＴＣＣ
２７７２９株での暴露に対してマウスを保護し、
　　　８３ｋＤａ、７０ｋＤａ、６６ｋＤａ、又はそれらの組み合わせの分子量を有する
２個の単離ポリペプチド、及び２６８ｋＤａ、７９ｋＤａ、４５ｋＤａ、又はそれらの組
み合わせの分子量を有する２個の単離ポリペプチド、
　　　　ここで、分子量はドデシル硫酸ナトリウム-ポリアクリルアミドゲル上での電気
泳動により測定され、ここで８３ｋＤａ、７０ｋＤａ、又は６６ｋＤａの分子量を有する
上記ポリペプチドが、鉄キレート剤を含む培地中でインキュベートされた場合にエルシニ
ア・エンテロコリチカから単離可能であり、かつ、当該鉄キレート剤を伴わない培地中で
生育された場合に単離できず、そしてここで当該組成物がＹ.エンテロコリチカＡＴＣＣ
２７７２９株での暴露に対してマウスを保護するか、或いは
　　　２６８ｋＤａ、９２ｋＤａ、８３ｋＤａ、７９ｋＤａ、７０ｋＤａ、６６ｋＤａ、
５４ｋＤａ、４５ｋＤａ、４０ｋＤａ、３８ｋＤａ、３７ｋＤａ、３１ｋＤａ、及び２８
ｋＤａの分子量を有する単離ポリペプチド、
　　　　ここで、分子量はドデシル硫酸ナトリウム-ポリアクリルアミドゲル上での電気
泳動により測定され、ここで当該ポリペプチドがエルシニア・エンテロコリチカから単離
可能であり、そしてここで当該組成物が、Ｙ.エンテロコリチカＡＴＣＣ２７７２９株で
の暴露に対してマウスを保護する、
　を含み、ここで当該医薬組成物が有効量で対象に投与される、前記医薬組成物。
【請求項１５】
　Ｙ.エルシニアｓｐｐ.により引き起こされる感染を有するか、又は当該感染を有する危
険性のある対象において当該感染を治療するための医薬組成物であって、以下の：
　　　９４ｋＤａ、８８ｋＤａ、７７ｋＤａ、７３ｋＤａ、又は６４ｋＤａ、又はそれら
の組み合わせの分子量を有する２個の単離ポリペプチド、及び４６ｋＤａ、３７ｋＤａ、
又はそれらの組み合わせの分子量を有する２個の単離ポリペプチド、
　　　　ここで、分子量はドデシル硫酸ナトリウム・ポリアクリルアミドゲル上での電気
泳動により測定され、ここで９４ｋＤａ、８８ｋＤａ、７７ｋＤａ、７３ｋＤａ、又は６
４ｋＤａの分子量を有する上記ポリペプチドは、鉄キレート剤を含む培地中でインキュベ
ートされた場合にエルシニア・エンテロコリチカから単離可能であり、かつ、当該鉄キレ
ート剤を伴わない培地中で生育された場合に単離できず、そしてここで当該組成物がＹ.
ペスチスＫＩＭ６＋株での暴露に対してマウスを保護する
　　　９４ｋＤａ、８８ｋＤａ、７７ｋＤａ、７３ｋＤａ、又は６４ｋＤａ、又はそれら
の組み合わせの分子量を有する２個の単離ポリペプチド、及び２５４ｋＤａ、４６ｋＤａ
、３７ｋＤａ、３６ｋＤａ、３１ｋＤａ、２８ｋＤａ、２０ｋＤａ、又はそれらの組み合
わせの分子量を有する２個の単離ポリペプチド、
　　　　ここで、分子量はドデシル硫酸ナトリウム-ポリアクリルアミドゲル上での電気
泳動により測定され、ここで９４ｋＤａ、８８ｋＤａ、７７ｋＤａ、７３ｋＤａ、又は６
４ｋＤａの分子量を有する上記ポリペプチドが、鉄キレート剤を含む培地でインキュベー
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トされた場合にエルシニア・エンテロコリチカから単離可能であり、かつ、当該鉄キレー
ト剤を伴わない培地において生育された場合に単離できず、そしてここで当該組成物が、
Ｙ.ペスチスＫＩＭ６＋株での暴露に対してマウスを保護するか、或いは
　　　２５４ｋＤａ、１０４ｋＤａ、９９ｋＤａ、９４ｋＤａ、８８ｋＤａ、７７ｋＤａ
、７３ｋＤａ、６４ｋＤａ、６０ｋＤａ、４６ｋＤａ、４４ｋＤａ、３７ｋＤａ、３６ｋ
Ｄａ、３１ｋＤａ、２８ｋＤａ、及び２０ｋＤａの分子量を有する単離ポリペプチド、
　　　　ここで、分子量はドデシル硫酸ナトリウム-ポリアクリルアミドゲル上での電気
泳動により測定され、ここで当該ポリペプチドがエルシニア・ペスチスから単離可能であ
り、そしてここで当該組成物が、Ｙ.ペスチスＫＩＭ６＋株での暴露に対してマウスを保
護する、
　を含み、ここで当該医薬組成物は、有効量で対象に投与される、前記医薬組成物。
【請求項１６】
　エルシニアｓｐｐ.により引き起こされる感染を有する対象において、症状を治療する
ための医薬組成物であって、以下の：
　　　９４ｋＤａ、８８ｋＤａ、７７ｋＤａ、７３ｋＤａ、又は６４ｋＤａ、又はそれら
の組み合わせの分子量を有する２個の単離ポリペプチド、及び４６ｋＤａ、３７ｋＤａ、
又はそれらの組み合わせの分子量を有する２個の単離ポリペプチド、
　　　　ここで、分子量はドデシル硫酸ナトリウム・ポリアクリルアミドゲル上での電気
泳動により測定され、ここで９４ｋＤａ、８８ｋＤａ、７７ｋＤａ、７３ｋＤａ、又は６
４ｋＤａの分子量を有する上記ポリペプチドは、鉄キレート剤を含む培地中でインキュベ
ートされた場合にエルシニア・エンテロコリチカから単離可能であり、かつ、当該鉄キレ
ート剤を伴わない培地中で生育された場合に単離できず、そしてここで当該組成物がＹ.
ペスチスＫＩＭ６＋株での暴露に対してマウスを保護し、
　　　９４ｋＤａ、８８ｋＤａ、７７ｋＤａ、７３ｋＤａ、又は６４ｋＤａ、又はそれら
の組み合わせの分子量を有する２個の単離ポリペプチド、及び２５４ｋＤａ、４６ｋＤａ
、３７ｋＤａ、３６ｋＤａ、３１ｋＤａ、２８ｋＤａ、２０ｋＤａ、又はそれらの組み合
わせの分子量を有する２個の単離ポリペプチド、
　　　　ここで、分子量はドデシル硫酸ナトリウム-ポリアクリルアミドゲル上での電気
泳動により測定され、ここで９４ｋＤａ、８８ｋＤａ、７７ｋＤａ、７３ｋＤａ、又は６
４ｋＤａの分子量を有する上記ポリペプチドが、鉄キレート剤を含む培地でインキュベー
トされた場合にエルシニア・エンテロコリチカから単離可能であり、かつ、当該鉄キレー
ト剤を伴わない培地において生育された場合に単離できず、そしてここで当該組成物が、
Ｙ.ペスチスＫＩＭ６＋株での暴露に対してマウスを保護するか、或いは
　　　２５４ｋＤａ、１０４ｋＤａ、９９ｋＤａ、９４ｋＤａ、８８ｋＤａ、７７ｋＤａ
、７３ｋＤａ、６４ｋＤａ、６０ｋＤａ、４６ｋＤａ、４４ｋＤａ、３７ｋＤａ、３６ｋ
Ｄａ、３１ｋＤａ、２８ｋＤａ、及び２０ｋＤａの分子量を有する単離ポリペプチド、
　　　　ここで、分子量はドデシル硫酸ナトリウム-ポリアクリルアミドゲル上での電気
泳動により測定され、ここで当該ポリペプチドがエルシニア・ペスチスから単離可能であ
り、そしてここで当該組成物が、Ｙ.ペスチスＫＩＭ６＋株での暴露に対してマウスを保
護する、
　を含み、ここで当該組成物が有効量で対象に投与される、前記医薬組成物。
【請求項１７】
　エルシニアｓｐｐ.により引き起こされる感染を有するか又は当該感染を有する危険性
のある対象において感染を治療するための医薬組成物であって、以下の：
　　　８３ｋＤａ、７０ｋＤａ、６６ｋＤａ、又はそれらの組み合わせの分子量を有する
２個の単離ポリペプチドを特異的に結合する抗体
　を含み、ここで、分子量はドデシル硫酸ナトリウム・ポリアクリルアミドゲル上での電
気泳動により測定され、当該ポリペプチドが、鉄キレート剤を含む培地中でインキュベー
トされた場合にエルシニア・エンテロコリチカから単離可能であり、かつ、当該鉄キレー
ト剤を伴わない培地中で生育された場合に単離できず、ここで当該医薬組成物が有効量で
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対象に投与される、前記医薬組成物。
【請求項１８】
　エルシニアｓｐｐ.により引き起こされる感染を有する対象において症状を治療するた
めの医薬組成物であって、以下の：
　　８３ｋＤａ、７０ｋＤａ、６６ｋＤａ、又はそれらの組み合わせの分子量を有する２
個の単離ポリペプチドを特異的に結合する抗体
　　　ここで、分子量はドデシル硫酸ナトリウム・ポリアクリルアミドゲル上での電気泳
動により測定され、当該ポリペプチドが、鉄キレート剤を含む培地中でインキュベートさ
れた場合にエルシニア・エンテロコリチカから単離可能であり、かつ、当該鉄キレート剤
を伴わない培地中で生育された場合に単離できない、
　を含み、ここで当該医薬組成物が有効量で対象に投与される、前記医薬組成物。
【請求項１９】
　エルシニアｓｐｐ.により引き起こされる感染を有するか、又は当該感染を有する危険
性のある対象において感染を治療するための医薬組成物であって、以下の：
　　９４ｋＤａ、８８ｋＤａ、７７ｋＤａ、７３ｋＤａ、又は６４ｋＤａ、又はそれらの
組み合わせの分子量を有する２個の単離ポリペプチドに特異的に結合する抗体
　ここで、分子量はドデシル硫酸ナトリウム・ポリアクリルアミドゲル上での電気泳動に
より測定され、当該ポリペプチドが、鉄キレート剤を含む培地中でインキュベートされた
場合にエルシニア・ペスチスから単離可能であり、かつ、当該鉄キレート剤を伴わない培
地中で生育された場合に単離できない、
　を含み、ここで当該医薬組成物が有効量で対象に投与される、前記医薬組成物。
【請求項２０】
　エルシニアｓｐｐ.により引き起こされる感染を有する対象において症状を治療するた
めの医薬組成物であって、以下の：
　９４ｋＤａ、８８ｋＤａ、７７ｋＤａ、７３ｋＤａ、又は６４ｋＤａ、又はそれらの組
み合わせの分子量を有する２個の単離ポリペプチドに特異的に結合する抗体、
　　ここで、分子量はドデシル硫酸ナトリウム・ポリアクリルアミドゲル上での電気泳動
により測定され、当該ポリペプチドが、鉄キレート剤を含む培地中でインキュベートされ
た場合にエルシニア・ペスチスから単離可能であり、かつ、当該鉄キレート剤を伴わない
培地中で生育された場合に単離できない、
　を含み、ここで当該医薬組成物が有効量で対象に投与される、前記医薬組成物。
【請求項２１】
　前記対象が哺乳動物である、請求項１３～２０のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項２２】
　前記哺乳動物がヒトである、請求項２１に記載の医薬組成物。
【請求項２３】
　前記エルシニアｓｐｐ.が、Ｙ.エンテロコリチカ又はＹ.ペスチスである、請求項１３
－２０のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項２４】
　前記症状が、下痢、腸炎、又はペスト、或いはそれらの組み合わせである、請求項１４
、１６、１８、及び２０のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項２５】
　前記抗体がポリクローナル抗体である、請求項１７～２０のいずれか一項に記載の医薬
組成物。
【請求項２６】
　レッドマウス病の症状を治療する方法であって、有効量の組成物を、エルシニア・ルッ
ケリにより引き起こされる感染を有する危険性があるか、又はエルシニア・ルッケリによ
り引き起こされる感染を有する魚に投与することを含み、ここで当該組成物が、Ｙ.ルッ
ケリから単離されたサルコシン不溶性ポリペプチドを含む、前記方法。
【請求項２７】



(7) JP 2008-528512 A5 2009.3.12

　ポリペプチドに特異的に結合する抗体を検出するキットであって、別々の容器に、以下
の：
　　８３ｋＤａ、７０ｋＤａ、又は６６ｋＤａ、又はそれらの組み合わせの分子量を有す
る単離ポリペプチド、
　　　ここで、分子量がドデシル硫酸ナトリウム・ポリアクリルアミドゲル上での電気泳
動により測定され、当該ポリペプチドが、鉄キレート剤を含む培地中でインキュベートさ
れた場合にエルシニア・エンテロコリチカから単離可能であり、かつ、当該鉄キレート剤
を伴わない培地中で生育された場合に単離できず、並びに
　　上記ポリペプチドに特異的に結合する抗体を検出する試薬
　を含む、前記キット。
【請求項２８】
　ポリペプチドに特異的に結合する抗体を検出するキットであって、別々の容器に、以下
の：
　　９４ｋＤａ、８８ｋＤａ、７７ｋＤａ、７３ｋＤａ、又は６４ｋＤａ、又はそれらの
組み合わせの分子量を有する単離ポリペプチド、
　　　ここで、分子量がドデシル硫酸ナトリウム・ポリアクリルアミドゲル上での電気泳
動により測定され、当該ポリペプチドが、鉄キレート剤を含む培地中でインキュベートさ
れた場合にエルシニア・エンテロコリチカから単離可能であり、かつ、当該鉄キレート剤
を伴わない培地中で生育された場合に単離できず、並びに
　　上記ポリペプチドに特異的に結合する抗体を検出する試薬
　を含む、前記キット。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
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【表１０】
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